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今夏の富士登山者数と保全協力金の状況

研究員コラム

世界遺産を伝え遺していくために
―第43回世界遺産委員会の内容から―

特別企画展

世界遺産センターからのお知らせ

世
界
遺
産
富
士
山
の

後
世
継
承
の
た
め
に
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令和元年度冬季特別展　シリーズ江戸文化のなかの富士山Ⅱ
谷文晁×富士山─山を写した時代の寵児─



今
夏
の
富
士
山
保
全
協
力
金
の
状
況

　

令
和
元
年
8
月
26
日
早
朝
、
吉
田
・
須
走
ル
ー
ト
の
山
頂
付
近
で

落
石
が
発
生
し
、
御
来
光
を
目
指
し
て
登
山
中
の
登
山
者
に
当
た

り
、
死
亡
す
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

富
士
山
の
登
山
道
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
登
山
道
の
外
側
に

は
浮
石
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
強
風
も
落
石
の
原
因
で
す
が
、
登

山
者
が
登
山
道
を
外
れ
る
こ
と
で
落
石
を
誘
発
し
ま
す
。
登
山
道
を

外
れ
る
よ
う
な
無
理
な
追
い
越
し
を
し
な
い
。
登
山
道
で
は
な
る
べ

く
山
側
を
歩
く
と
い
っ
た
登
山
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
万
一
、
落
石
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
や
落
石
を
目

撃
し
た
と
き
に
は
、
大
き
な
声
で
「
ラ
ー
ク
（
落
）
」
と
か
「
落

石
」
と
叫
ん
で
く
だ
さ
い
。
登
山
中
に
そ
の
声
が
聞
こ
え
た
ら
、
山

頂
方
向
を
確
認
し
、
落
石
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　

担
当
者
自
身
も
こ
の
夏
、
2
回
落
石
を
目
撃
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
1
回
は
、
5
秒
前
ま
で
自
分
が
立
っ
て
い
た
位
置
を
石
が
通
過
し

ま
し
た
が
、
周
り
の
方
が
気
づ
い
て
叫
ん
で
く
れ
た
お
か
げ
で
回
避

で
き
ま
し
た
。

　

富
士
登
山
を
す
る
皆
さ
ん
、
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
着
用
し
て
登
り
ま
し
ょ
う
。

落
石
事
故
に
つ
い
て

　

今
夏
、
静
岡
県
側
の
富
士
山
保
全
協
力
金
に
つ
い
て
、

5
7
’7
4
0
人
の
方
か
ら
5
7
’5
1
3
’5
1
2
円
の
御

協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
と
の
比
較
で
は
、
協
力
者
数
で
5
8
3
人
の
増
、

金
額
で
は
、
9
6
0
’5
6
4
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

協
力
人
数
、
金
額
と
も
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
協
力
金
の
対
象
者
を
「
五
合
目
か
ら
山
頂

を
目
指
す
登
山
者
」
か
ら
「
五
合
目
か
ら
先
に
立
ち
入
る

来
訪
者
」
と
し
た
た
め
、
分
母
と
な
る
適
切
な
デ
ー
タ
が

な
く
、
協
力
率
に
つ
い
て
は
算
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
環
境
省
発
表
の
八
合
目
登
山
者
数
を
分
母

と
し
て
計
算
し
た
参
考
値
は
、
67
・
4
％
と
な
り
ま
す
。

　

来
年
の
夏
に
は
、
更
に
多
く
の
方
に
御
協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
、
協
力
金
制
度
の
周
知
と
富
士
山
を
保
全
す
る
意

識
の
醸
成
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
協
力
金
は
、
山
小
屋
バ
イ
オ
ト

イ
レ
の
改
修
工
事
、
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
マ
ナ
ー
向
上
対
策
と

い
っ
た
富
士
山
の
環
境
保
全
や
、
富
士
宮
ル
ー
ト
八
合
目

の
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
診
療
所
）
の
運
営
期
間
の
延
長
や
山

頂
で
混
雑
時
の
誘
導
を
行
う
安
全
誘
導
員
の
配
置
な
ど
の

登
山
者
の
安
全
対
策
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

御
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
こ
の
紙
面
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
来
夏
も
富
士
登
山
を

さ
れ
る
方
に
は
、
引
き
続
き
、
富
士
山
保
全
協
力
金
に
御

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※八合目登山者数で算定した参考値

年　度
平成26年度
平成27年度
平成28年度
平成29年度
平成30年度
令和元年度

協力者数
43,555人
43,792人
48,235人
54,087人
57,157人
57,740人

金　額
44,021,208円
43,455,701円
46,525,569円
52,047,583円
56,552,948円
57,513,512円

協力率
40.9％
46.7％
51.5％
48.2％
―

（67.4％）※

九合五勺付近で登山道を外れ、落石を
引き起こしていた登山者。
下方の登山者は気がついて避けたため、
事故には至りませんでした。

登山道を外れた斜面には、浮石ゴロゴロ

（
富
士
山
世
界
遺
産
課
）



　
『
富
士
山
』
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
る
専
門
家
の
講
座
を
、
無
料
で
受
講
で
き
る
『
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
館
内
講
座
』

を
御
存
知
で
す
か
。
富
士
山
は
、
日
本
一
高
い
だ
け
で
は
な
い
「
信
仰
、
絵
画
、
文
学
、
伝
説
、
火
山
、
世
界
遺
産
、
植

物
、
動
物…

」
学
術
的
に
非
常
に
奥
は
深
い
。
ま
だ
ま
だ
、
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
。
富
士
山
に
興
味
が
あ
る
皆
さ

ん
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
館
内
講
座
に
参
加
し
て
富
士
山
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
ま
し
ょ
う
。

11
月
17
日
㈰　
「
溶
岩
洞
穴
を
め
ぐ
る
信
仰
」
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー　

堀
内
亨
氏

12
月
15
日
㈰　
「
谷
文
晁
と
百
花
繚
乱
の
江
戸
画
壇
」
静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー　

松
島
仁
教
授

１
月
19
日
㈰　
「
和
歌
と
屏
風
絵
」
静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー　

田
代
一
葉
教
授

２
月
23
日
㈰　

富
士
山
の
日
イ
ベ
ン
ト　

静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
教
育
普
及
班

３
月
15
日
㈰　
「
富
士
山
可
視
マ
ッ
プ
（
仮
題
）
」
日
本
地
図
セ
ン
タ
ー　

田
代
博
氏

　

静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
29
年
度
、
谷
文

晁
（
1
7
6
3
│
1
8
4
1
）
筆「
富
士
山
中
真
景
全
図
」を
収
蔵

し
ま
し
た
。

　

同
作
品
は
富
士
登
山
の
過
程
を
計
34
図
に
わ
た
り
描
い
た
も
の

で
、
冒
頭
に
は
11
代
将
軍
徳
川
家
斉
に
よ
る
「
妙
技
」
の
評
が
書

さ
れ
る
た
め
、
将
軍
の
上
覧
を
得
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
す
。「
富
士
山
中
真
景
全
図
」に
つ
い
て
は
、
実
際
に
は
小
泉
斐

の
登
山
ス
ケ
ッ
チ
「
富
岳
真
状
」（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
）に
図

様
の
典
拠
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
小
泉
斐
の
富
士
登
山
か
ら
徳
川
家
斉
の
「
富
士
山
中
真
景
全

図
」
上
覧
ま
で
3
ヶ
月
弱
し
か
な
く
、
か
つ
本
作
と
密
接
な
関
連

を
有
す
る「
江
ノ
島
富
士
」（
小
山
町
立
図
書
館
）
の
よ
う
な
作
品

も
近
年
発
見
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
再

検
討
の
余
地
も
残
さ
れ
ま
す
。

　

本
作
を
描
い
た
谷
文
晁
は
、
葛
飾
北
斎
や
酒
井
抱
一
ら
が
活
躍

し
た
19
世
紀
前
半
の
江
戸
画
壇
に
お
い
て
一
世
を
風
靡
し
た
時
代

の
寵
児
で
、「
写
山
楼
」と
号
す
る
な
ど
、
自
他
と
も
認
め
る
富
士

山
の
画
家
で
し
た
。
事
実
、
文
晁
は
実
見
に
も
と
づ
い
た
、
あ
る

い
は
実
景
ら
し
く
描
い
た
〝
真
景
〞
的
作
品
か
ら
独
自
の
三
峰
型

に
定
型
化
さ
れ
た
作
品
ま
で
多
種
多
様
な
富
士
山
図
を
残
し
て
い

ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
「
江
戸
文
化
の
な
か
の
富
士
山
」
の
第
2
回
と
な
る

本
特
別
展
で
は
、
谷
文
晁
に
よ
る
富
士
山
図
の
優
品
を
通
覧
す
る

と
も
に
、「
富
士
山
中
真
景
全
図
」と
そ
の
周
辺
作
品
を
一
堂
に
展

示
し
、「
写
山
楼
」谷
文
晁
の
画
業
に
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

特
別
企
画
展

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、『
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
館
内
講
座
』
へ

令
和
元
年
度
冬
季
特
別
展

シ
リ
ー
ズ
江
戸
文
化
の
な
か
の
富
士
山
Ⅱ

谷
文
晁×
富
士
山　

山
を
写
し
た
時
代
の
寵
児

　

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
最
新
情
報
を
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
企
画
展
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
ほ
か
、
団
体
観
覧
申
込
、
教
育
団
体
申
込
の
書
式
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
御
案
内

　

新
年
度
か
ら
1
年
間
、
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
は
高
校
生
以
上
、
月
2
回
程

度
参
加
が
で
き
る
方
。
主
な
内
容
は
、
館
内
で
の
来
館
者
誘
導
で
す
。
詳
し
く
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
確
認
く
だ
さ
い
。

「
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
規
募
集
」

　

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
・
大
学
・
公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
を
中
心
に
、
富
士
山
の
後
世
継
承
を
目
的
と
し
た

出
前
講
座
を
実
施
し
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
団
体
の
方
々
に
御
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
様
々
な
講
座
メ
ニ
ュ
ー
を

取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
確
認
く
だ
さ
い
。

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
出
前
講
座
の
御
案
内

　

富
士
山
に
ち
な
み
名
づ
け
ら
れ
た
「
ふ
る
さ
と
富
士
（
見
立
て
富
士
）
」
は
、「
開
聞
岳
（
薩
摩
富
士
）
」「
蝦
夷
富

士
（
羊
蹄
山
）」を
始
め
と
し
て
、
全
国
に
4
0
0
座
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
静
岡
県
で
は
、「
富
士
山
の
日
」

運
動
を
推
進
し
、
こ
の
「
ふ
る
さ
と
富
士
」
を
通
し
て
富
士
山
を
思
い
、
考
え
、
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
富
士
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
写
真
を
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
2
0
年
２
月
23
日
か
ら
の
「
秀
景
ふ
る
さ
と
富
士
写
真
展
」
に

て
入
賞
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
確
認
く
だ
さ
い
。

「
第
10
回
秀
景
ふ
る
さ
と
富
士
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集
の
お
知
ら
せ
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2
0
1
3
年
６
月
の
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
か
ら
５
年
が
過
ぎ
、
富
士
山

が
世
界
遺
産
に
な
っ
て
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
静
岡
県
富
士
山
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
開
館
も
あ
り
、
多
く
の
方
の
間
に
世
界
遺
産
と
し
て
の
富

士
山
が
馴
染
ん
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
世
界
遺
産
の
登
録
や
保
全
に
つ
い
て
話
し
合
う
世
界
遺
産
委
員
会
は
、
毎
年

１
回
、
近
年
で
は
６
月
〜
7
月
の
間
に
10
日
間
ほ
ど
か
け
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
（
第
43
回
世
界
遺
産
委
員
会
）
は
、
6
月
30
日
か
ら
7
月
10
日
に
か

け
て
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
首
都
バ
ク
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
委
員
会
の
花
形
は
、
世
界
遺
産
リ
ス
ト
へ
の
新
規
登
録
案
件
の
審

査
で
し
ょ
う
。
今
年
は
、
文
化
遺
産
24
件
、
自
然
遺
産
4
件
、
複
合
遺
産
1
件

の
計
29
件
が
登
録
さ
れ
、
世
界
遺
産
リ
ス
ト
登
録
物
件
総
数
は
1,
1
2
1
件

と
な
り
1,
1
0
0
件
を
越
え
ま
し
た
。
ま
た
中
華
人
民
共
和
国
と
イ
タ
リ
ア

共
和
国
が
共
に
55
件
と
最
多
の
世
界
遺
産
を
有
す
る
国
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
国
か
ら
は
、「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
│
古
代
日
本
の
墳
墓
群
│
」（
大

阪
府
）
が
推
薦
さ
れ
、
I
C
O
M
O
S
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）
に
よ
る
事

前
勧
告
の
と
お
り
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
規
登
録
に
関
し
て
、
近
年
、
日
本
国
内
で
は
大
き
く
報
道
さ
れ
、
ま
た
、

関
係
自
治
体
職
員
や
住
民
の
方
々
が
ラ
イ
ブ
中
継
さ
れ
る
世
界
遺
産
委
員
会
で

の
登
録
の
瞬
間
を
固
唾
を
吞
ん
で
見
つ
め
る
姿
も
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
リ
ス
ト
へ
の
新
規
登
録
と
い
う
華
々
し
い
ト
ピ
ッ
ク
が
耳
目
を
集

め
ま
す
が
、
世
界
の
自
然
や
文
化
を
保
全
・
保
護
し
、
継
承
に
取
組
む
た
め
の

世
界
遺
産
委
員
会
で
の
議
論
は
、
新
規
登
録
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
世
界
遺
産
リ
ス
ト
と
共
に
、
危
機
遺
産
（
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
世
界
遺

産
）
の
登
録
リ
ス
ト
へ
の
記
載
も
、
世
界
遺
産
委
員
会
で
諮
ら
れ
る
重
要
な
議

題
で
す
。
第
43
回
世
界
遺
産
委
員
会
で
は
、「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
湾
の
島
々
と

保
護
地
域
群
」（
メ
キ
シ
コ
共
和
国
）
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
湾
の
固
有
種
で
あ

る
コ
ガ
シ
ラ
ネ
ズ
ミ
イ
ル
カ
が
絶
滅
の
恐
れ
に
あ
る
と
し
て
危
機
遺
産
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、「
イ
エ
ス
生
誕
の
地: 

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
聖
誕
教
会
と
巡

礼
路
」（
パ
レ
ス
チ
ナ
）
と
「
ハ
ン
バ
ー
ス
ト
ー
ン
と
サ
ン
タ
・
ラ
ウ
ラ
の
硝

石
工
場
群
」（
チ
リ
共
和
国
）
の
２
件
は
危
機
遺
産
リ
ス
ト
か
ら
外
さ
れ
、
危

機
遺
産
は
53
件
と
な
り
ま
し
た
。
危
機
遺
産
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
戦
争
を
は
じ

め
と
す
る
複
雑
な
国
際
問
題
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
早
急
な
解
決
が
難
し
い
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
国
際
社
会
と
し
て
対
応
に
取
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
す
で
に
登
録
さ
れ
た
世
界
遺
産
に
つ
い
て
も
、
そ
の
保
全
・
保
護

に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
報
告
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
富
士
山̶

信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉̶

」
は
、
2
0
1
3
年
時
の
登
録

時
に
、
登
山
者
数
の
抑
制
や
危
機
管
理
対
策
等
の
指
摘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
に
続
い
て
、
今
回
も
そ
の
対
策
に
つ
い
て
ま
と
め
た
保
全
状
況
報

告
書
が
提
出
さ
れ
、審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
静
岡
県
か
ら
は
川
勝
平
太
知
事
、

遠
山
敦
子
静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
館
長
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
結
果
、
保
全
報
告
書
の
内
容
は
評
価
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
国
や
関
連
自

治
体
だ
け
で
は
な
く
、
登
山
者
や
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
々
そ
れ
ぞ
れ
の
協
力

に
よ
っ
て
登
録
時
の
懸
念
事
項
は
改
善
し
つ
つ
あ
り
、
富
士
山
の
継
承
が
実
現

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。「
富
士
山̶

信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源

泉̶

」
に
つ
い
て
は
2
0
2
0
年
12
月
ま
で
に
追
加
の
報
告
書
の
提
出
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
管
理
計
画
に
基
づ
く
保
護
の
実
現
に
挑
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
メ
イ
ン
と
な
る
会
議
と
並
行
し
て
、
実
際
に
世
界
遺
産
の
保
全
・
保

護
に
あ
た
る
自
治
体
職
員
や
研
究
者
、
学
術
団
体
や
学
生
た
ち
の
交
流
も
な
さ

れ
、
自
然
や
文
化
を
世
界
遺
産
と
し
て
継
承
す
る
た
め
様
々
な
活
動
が
世
界
遺

産
委
員
会
で
は
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
世
界
遺
産
委
員
会
で
の
議
論
や
U
N
E
S
C
O
に
よ
る
指
摘

は
重
要
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
富
士
山
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
遺
産
の
継
承
が

可
能
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

世
界
遺
産
を
伝
え
遺
し
て
い
く
た
め
に―

第
43
回
世
界
遺
産
委
員
会
の
内
容
か
ら―

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
学
芸
課　

研
究
員　

山
川　

志
典

研
究
員
コ
ラ
ム

　
世
界
遺
産
の
数
だ
け
地
域
の
実
情
は
異
な
り
、
そ
れ
も
様
々
な
情
勢
を
受
け

変
化
し
て
い
き
ま
す
。
様
々
な
関
係
性
の
中
で
適
切
な
保
全
・
保
護
の
姿
や
そ

の
た
め
の
方
法
を
見
つ
け
出
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な

に
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
遺
す
こ
と
が
世
界
遺
産
を
伝
え
遺
す
こ
と
に
な
る
の
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
常
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
世
界
遺
産
の
継
承
に
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
で
す
。
個
人
は
地
域
住
民
、
観
光
者
な
ど
、
時
と
場

合
に
よ
っ
て
置
か
れ
る
立
場
は
変
わ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
や
世
界
遺
産
と
の
関
わ
り
方
を
考
え
、
大
き
な
悲
し
み
を
生
む
世
界
遺
産
の

消
滅
を
招
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
来
年
2
0
2
0
年
の
第
44
回
世
界
遺
産
委
員
会
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
福

州
市
で
開
催
予
定
で
す
。

　
日
本
国
の
推
薦
案
件
は
、
自
然
遺
産
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部

お
よ
び
西
表
島
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
U
N
E
S
C
O
の
W
e
b
サ
イ
ト

で
は
世
界
遺
産
委
員
会
の
様
子

が
映
像
配
信
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
関
連
す
る
書
類
も
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
世
界

遺
産
会
議
の
様
子
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
世
界
遺
産
の
最
前
線
を

知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
私
自
身
も
富
士
山
や
世
界
各

地
の
自
然
や
文
化
の
保
全
・
保

護
や
継
承
の
取
組
に
つ
い
て
研

究
し
、
展
示
や
講
座
と
い
っ
た

場
で
共
有
で
き
る
よ
う
、
励
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第43回世界遺産委員会の様子
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